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決
算
審
査
特
別
委
員
会

審
査
の
あ
ら
ま
し

　
本
会
議
で
の
説
明
後
、

議
員
選
出
の
監
査
委
員

（
中
嶋
祥
元
議
員
）
を
除

く
全
議
員
で
構
成
す
る
決

算
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
企
画
総
務
、

福
祉
経
済
、
建
設
水
道
、

文
教
の
４
分
科
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
分
科
会
で
は
、

監
査
委
員
に
出
席
を
求
め
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
が

要
望
し
た
資
料
を
加
え
、
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
24
日
の
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で

は
、
分
科
会
で
の
審
査
結
果
を
踏
ま

え
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　
討
論
で
は
、
亀
城
公
園
等
整
備
基

金
が
高
額
に
積
ま
れ
て
い
る
こ
と
、

刈
谷
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
の
駐
車

場
を
市
が
整
備
し
て
い
る
こ
と
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
が
近
隣
市
よ
り
遅
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
反
対
で

あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会

計
に
つ
い
て
は
、
起
立
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り

認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
決
算
議
案
に
つ
い
て

は
、
反
対
意
見
は
な
く
原
案
の
と
お

り
認
定
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

（
分
科
会
で
の
主
な
質
疑
項
目
）

■
企
画
総
務
関
係

　
市
税
の
滞
納
繰
越
分
の
収
納
率
向

上
の
要
因
、
入
札
監
視
委
員
会
の
成

果
と
課
題

■
福
祉
経
済
関
係

　
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
の
運
用
状
況
、
中
小
企
業
に

対
す
る
投
資
促
進
へ
の
補
助
実
績
及

び
事
業
継
続
の
考
え
方
、
不
燃
物
埋

立
場
の
使
用
年
数
、
農
用
地
利
用
集

積
奨
励
金
補
助
の
目
標
値
と
達
成
率
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
拡
充
へ
の
考
え

■
建
設
水
道
関
係

　
刈
谷
城
築
城
の
基
本
計
画
及
び
資

金
の
集
め
方
、
市
営
住
宅
長
寿
命
化

の
具
体
的
な
整
備
内
容
と
今
後
の
計

画
、
緑
化
事
業
費
に
お
け
る
積
立
金

へ
の
流
用
内
容
、
岩
ケ
池
公
園
に
お

け
る
都
市
計
画
変
更
の
内
容
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
整
備
に
よ
る
成
果

■
文
教
関
係

　
美
術
館
の
各
企
画
展
の
狙
い
と
入

場
者
の
満
足
度
、
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
の
目
標
値
の
根
拠
、

歴
史
博
物
館
建
設
予
定
地
の
標
高
と

浸
水
想
定

主
な
議
案
９
月定例

会

　
今
回
は
、
平
成
24
年
度
決
算
の
認
定
と
刈
谷
市
議
会
基
本
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
な
ど
で
す
。
（
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
８
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
）

　
質
疑
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
で
報
告
さ
れ
た
各
委
員
会
の
委
員
長

報
告
を
中
心
に
、
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

代表監査委員による意見陳述

平成24年度決算を認定
 一般会計で歳入が歳出を67億円上回る

監
査
委
員
の
意
見  〔
要
旨
〕

伊

　藤

　嘉

　徳

山

　内

　智

　彦

＝
一
般
会
計
・
特
別
会
計
＝

　
平
成
24
年
度
の
決
算
状
況
は
財
政
分
析
指
標
面
か
ら
も
良
好
な
も
の
と
判
断
さ
れ

た
。
今
後
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
に
お
い
て
、
自
動
車
関
連
産
業
の
業
績
の
持
ち
直

し
に
よ
り
、
市
税
収
入
は
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
一
方
で
、
自
動
車
産
業
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
消
費
税
の
増
税
に
よ
る
景
気
動
向
等
さ
ま
ざ
ま
な
懸
念
材
料
も
あ
り
、

楽
観
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
歳
入
の
見
通
し
が
な
お
不
透
明
な
中
、

歳
出
に
お
い
て
は
、
社
会
保
障
関
連
経
費
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
維
持
・
保
全

経
費
、
防
災
・
減
災
の
た
め
の
事
前
防
災
へ
の
取
り
組
み
な
ど
市
民
の
安
全
・
安
心

に
関
わ
る
経
費
は
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
難
し
い
財
政
運
営
が
続
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
事
業
の
予
算
化
・
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
調
査
・
見
積
り
等
の
よ
り

高
い
正
確
性
と
必
要
性
を
十
分
検
討
し
、
計
画
的
な
実
施
が
求
め
ら
れ
る
。

　
平
成
25
年
は
刈
谷
城
が
築
城
さ
れ
て
４
８
０
年
、「
維
新
の
魁
」
と
い
わ
れ
た
天
誅

組
の
義
挙
か
ら
１
５
０
年
と
な
る
節
目
の
年
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
が
実
施
・

計
画
さ
れ
て
い
る
。
郷
土
の
歴
史
を
再

認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
郷
土

愛
が
育
ま
れ
、
未
来
へ
の
希
望
と
夢
が

紡
が
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
財
政
状
況
を
財
政
分
析
指
標
で
み

る
と
、
財
政
力
指
数
は
０
．
04
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
１
．
08
ポ
イ
ン
ト
、
経
常
収

支
比
率
は
０
．
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
77
．

７
％
と
な
っ
た
が
、
そ
の
変
動
は
僅
か

で
あ
り
、
引
き
続
き
良
好
な
水
準
に

あ
る
。
公
債
費
比
率
は
３
．
０
％
と
０
．

５
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

良
好
な
水
準
に
あ
る
。

＝
水
道
会
計
＝

　
本
年
度
の
純
利
益
は
１
億
５
，
９
５
０
万
１
千
円
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
企
業

の
営
業
活
動
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
利
益
の
蓄
積
を
示
す
利
益
剰
余
金
は
12
億
８
，

０
５
３
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
平
成
25
年
度
以
降
は
、
平
成
24
年
の
純
利

益
の
増
加
要
因
と
な
っ
た
減
価
償
却
費
に
つ
い
て
、
大
型
の
設
備
更
新
事
業
が
完
成

し
た
こ
と
に
よ
り
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
純
利
益
は
大
き
く
減
少
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
。
さ
ら
な
る
合
理
化
に
よ
る
効
率
的
な
給
水
に
努
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

　
貸
借
対
照
表
か
ら
主
要
な
経
営
指
標
を
み
る
と
、
構
成
比
率
の
う
ち
財
務
状
態
の

安
全
性
を
示
す
自
己
資
本
構
成
比
率
は
91
．
7
％
で
、
流
動
負
債
の
う
ち
未
払
金
が

前
年
度
と
比
較
し
て
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
１
．
６
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。
ま
た
、

他
機
関
か
ら
の
資
本
依
存
度
を
示
す
固
定
負
債
構
成
比
率
は
5
．
4
％
で
、
新
た
に

企
業
債
の
起
債
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
企
業
債
残
高
が
前
年
度
と
比
較
し
て
減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
、
０
．
５
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。
こ
の
２
つ
の
指
標
は
、
良
好
に
推

移
し
て
お
り
、
経
営
の
安
全
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
対
応
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確

保
す
る
た
め
、
特
に
、
人
命
に
関
わ
る
重
要
施
設
へ
の
安
定
化
に
係
る
対
策
等
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
、
基
幹
管
路
に
つ
い
て
耐
震
性
に
優
れ
た
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
へ

の
布
設
替
事
業
を
計
画
的
・
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
す
る
施
設
の
大

規
模
な
更
新
事
業
を
視
野
に
入
れ
た
計
画
的
な
財
政
運
営
に
努
め
、
将
来
に
わ
た
り
、

「
安
心
」
で
「
良
質
」
な
水
道
水
の
安
定
供
給
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
安
定
し
た
健
全
な

経
営
を
推
進
す
る
よ
う
期
待
す
る
。

※財政力指数…自治体の財政の強弱を測る方法
　"1" を超えるほど財政に余裕がある

一般会計の内訳　（前決算年度対比）

〈商工費その他の内訳〉
農林水産業費、労働費、商工費、災害復旧費、諸支出
金、予備費

（注）それぞれの数字は四捨五入してそろえたため、総
　　　額や割合に一致していない場合があります。

〈国・県からの支出金などの内訳〉
国庫支出金、県支出金、地方譲与税、利子割交付金、配当割交
付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動車取
得税交付金、地方特例交付金、地方交付税、交通安全対策特
別交付金
〈分担金、負担金などの内訳〉分担金及び負担金、使用料及び
手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金

市民税など
333億4,700万円
64.0%（2.1％増）

社会福祉のため
147億7,100万円
32.5%（1.3％増）

道路の建設など
75億4,700万円
16.6%（2.1％減）

教育･生涯学習に
67億7,200万円
14.9%（9.5％減）

住民登録･交通安全などに
50億4,600万円
11.1%（20.2％減）

保健･衛生に
49億8,000万円
11.0%（6.3％増）

市債の返済に
25億4,500万円
5.6%（2.9％減）

商工費などに
17億3,000万円
3.8%（13.5％減）

消防･防災に
15億9,000万円
3.5%（2.1％増）

議会運営に
4億100万円
0.9%（14.3％減）

国・県からの支出金など
94億3,900万円
18.1%（5.4％減）

分担金・負担金など
70億8,000万円
13.6%（0.7％増）

給食費などの諸収入
20億8,500万円
4.0%（0.1％増）

市債（借金）
1億4,200万円
0.3%（83.1％減）

歳　　入
520億9,300万円

歳　　出
453億8,200万円

会計名 歳　入
（前決算年度対比）

歳　　出
（前決算年度対比）

形式収支
（歳入歳出差引額）

一 般 会 計 520億9,300万円
(▲ 1.0%)

453億8,200万円
(▲ 4.3%) 67億1,100万円

特 別 会 計
合 計 額

251億5,500万円
(+8.3%)

228億200万円
(+6.2%) 23億5,300万円

水 道 事 業
会 計

25億9,000万円
(+0.2%)

24億600万円
(▲ 3.2%) 1億8,400万円

各 会 計 の
合 計 額

798億3,800万円
(+1.8%)

705億9,000万円
(▲ 1.1%) 　

特別会計内訳 歳　　入 歳　　出

区画整理事業合計 6億3,600万円 3億8,100万円

下 水 道 事 業 52億4,500万円 44億4,000万円

国 民 健 康 保 険 121億9,200万円 109億9,400万円

後 期 高 齢 者 医 療 12億3,800万円 12億2,000万円

介 護 保 険 58億4,400万円 57億6,700万円

各会計別の決算額
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・中小企業の安定した経営管理のため、雇用安定、
技術開発、防災対策支援、円滑な融資など、全６
事業を実施し支援 9,960万円

・見本市等のブースを借上げ、刈谷市をＰＲすると
ともに、市内事業者に出展機会を創出 403万円

・農地の利用集積を進め、経営規模拡大による農業
経営の安定化を推進 1,311万円

・刈谷市と衣浦定住自立圏域市町（知立・高浜・東
浦）の観光情報発信拠点充実のため、刈谷ハイ
ウェイオアシスのオアシス館を改修 3,177万円

・障害者支援センターを新設し、障害のある人の自
立した生活を支援 5,706万円

・刈谷豊田総合病院の健診棟の改修等を支援
 2億6,520万円
・かかりつけ医の定着を図るため、刈谷豊田総合病
院と衣浦定住自立圏域内の診療所等をオンライン
で結び、診療情報等を共有化 4,782万円

・子育て中の母親の孤立を防ぐため、子育て相談や
育児・家事を行うサポーターが家庭を訪問　

 59万円
・認可外保育所へ通う児童の保護者の負担軽減のた
め、保育料の一部を補助 1,301万円

・南海トラフ巨大地震を想定し、既存の地震ハザー
ドマップを更新 894万円

・災害発生時に緊急情報を瞬時に伝達するため、同
報系防災行政無線（屋外拡声子局10箇所）を設
置し、公共施設をＪアラートへ接続 9,835万円

・「自助」「互助」の精神を地域へ広め、災害時等
に地域で自主的な防災活動ができる人材育成のた
め、防災リーダー養成講座を開催 22万円

ネットワークシステムを構築し、
病院と診療所の連携を推進

平成 24 年度に取り組んだ主な事業

議 

決 

結 

果 

一 

覧 

表

・
工
事
請
負
契
約
の
額
を
変
更
す
る
専
決
処
分
に
つ
い
て
　�

了
承

・
平
成
24
年
度
刈
谷
市
水
道
事
業
会
計
継
続
費
の
精
算
に
つ
い
て�

了
承

・
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て�

同
意

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て�

同
意

・
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て�

同
意

︻
福
祉
経
済
委
員
会
関
係
・
２
議
案
︼ 

す
べ
て
可
決

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
つ
く
し
作
業
所
）

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
（
仮
称
）
夢
と
学
び
の
科
学
体
験

館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
機
器
更
新
等
工
事
）

︻
建
設
水
道
委
員
会
関
係
・
３
議
案
︼ 

す
べ
て
可
決

・
市
道
路
線
の
認
定
、
廃
止
及
び
変
更
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
公
共
下
水
道
雨
水
幹
線
整
備
工
事

（
市
道
３
︱
８
４
号
線
）
）

︻
平
成
24
年
度
決
算
関
係
・
９
議
案
︼ 

す
べ
て
認
定
及
び
可
決

・
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
（
認
定
第
１
号
）

・
刈
谷
小
垣
江
駅
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て
（
認
定
第
２
号
）

・
刈
谷
野
田
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て
（
認
定
第
３
号
）

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
（
認
定
第
４
号
）

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
（
認
定
第
５
号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
（
認
定
第
６
号
）

・
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
（
認
定
第
７
号
）

・
刈
谷
市
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

・
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
（
認
定
第
８
号
）

︻
平
成
25
年
度
補
正
予
算
関
係
・
４
議
案
︼ 

　
す
べ
て
可
決

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

︻
請
願
　
１
件
︼ 

不
採
択

・
原
発
を
な
く
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求
め
る
請
願

︻
議
長
発
議
　
１
件
︼ 

決
定

・
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

︻
委
員
会
報
告
　
１
件
︼�

了
承

・
議
会
基
本
条
例
検
討
特
別
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て
　

︻
議
員
提
出
議
案
　
２
件
︼ 

す
べ
て
可
決

・
刈
谷
市
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
定
数
改
善
計
画
の
早
期
実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及

び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

・防犯灯を、寿命の長いＬＥＤへ取替えることによ
り、電気料と修繕料を削減 879万円

・亀城公園の魅力向上のため、歴史的建造物基本計
画を策定したほか、老朽化の激しい施設の更新や
桜の土壌改良などを実施 8,781万円

・平成25年度中の完成に向け、災害時に様々な復旧
支援活動が行える広場として、旧市民会館跡地に
セントラルパークを整備 6,435万円

・逢妻川河川敷を利用し、総合運動公園と亀城公園
を結ぶサイクリングロードを整備 3,066万円

・名鉄富士松駅利用者の安全確保のため、踏切の拡
幅及び歩道を設置 1億2,868万円

・再生可能エネルギーの導入やその電力を活用した
充電ステーション設置のため、導入調査を実施
 481万円

・議会の歴史を周知するため、既存の議会史第１編
をデータ化してホームページへ掲載 81万円

・悩みを気軽に相談できる総合的な窓口として、子
ども相談センターを整備 1億1,681万円

・衣浦小学校、富士松東小学校及び刈谷南中学校の
大規模な改造や増築を実施 3億3,146万円

・刈谷偉人伝として、書誌学者森銑三、童話作家森
三郎兄弟を紹介・顕彰するＤＶＤを作成 670万円

・「非常口サイン」をデザインした刈谷市出身のグ
ラフィックデザイナー、太田幸夫展を開催

 461万円
・歴史博物館建設のため、ボーリング調査及び地盤
解析などを実施 378万円

・世代、団体及び国籍を超えた市民交流の促進を図
るため開設した、市民ボランティア活動センター、
国際プラザ、社会教育センターからなる市民交流
センターを管理・運営 7,060万円

・幅広い市政情報を誰もが取得できるようにするた
め、市のホームページをリニューアル 2,150万円

・建替や大規模な修繕を迎える公共施設の増加が見
込まれる中、適切な維持保全のため、公共施設維
持保全計画を策定 847万円

・公共施設の改修、建替等のため、基金を設置
 ２億円
・公共工事の入札等の透明性確保のため、第３者に
よる入札監視委員会を設置 693万円

項　　目 ₂₄年度
対前年度比較

増減数 増減率

総 人 口 146,690人 720人 0.5%

給 水 人 口 146,465人 720人 0.5%

普 及 率 99.8% 0.0% ―

給 水 戸 数 61,366戸 1,133戸 1.9%

配 水 量 18,905,681㎥ 165,755㎥ 0.9%

市水配水量 4,684,561㎥ ▶80,254㎥ ▲1.7%

県水配水量 14,221,120㎥ 246,009㎥ 1.8%

県 水 依 存 率 75.2% 0.6% ―

有 収 水 量 率 94.0% ▲0.7% ―

１ 人 当 た り
平 均 給 水 量 332㍑ ▲１㍑ ▲0.3%

１ ㎥ 当 た り
給 水 収 益 133.59円 0.27円 0.2%

１ ㎥ 当 た り
給 水 費 用 129.30円 ▲5.38円 ▲4.0%

水道事業のあらまし

都市環境分野……
都市と自然が織りなす住みよいまちづくり

教育文化分野……
生きる力を育み生きる喜びを実感できるまちづくり

産業振興分野……
人と技術で賑わいを創り笑顔で働き続けられるまちづくり

福祉安全分野……
支えあいみんなが元気で安心して暮らせるまちづくり

計画推進分野……
市民と行政の信頼と協働で築くまちづくり

市民の健康増進のためサイクリングロードを整備


